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１．研究計画の概要 
 熱帯林の減少と劣化は地球環境問題とし
て重要視されており、なかでもゴムプランテ
ーションの造成は、熱帯林減少の主因として
問題視されてきた。この背景には、ゴム樹液
生産のための「農園」としての位置づけしか
なく、ゴムプランテーションの有する「森
林・木材資源」としての機能が軽視されてい
る現状がある。 
ゴム樹液の採取を終えた 25 年生～30 年生

の林木は、以前は無用とされていたが、1980
年代以降は家具材等として利用されるよう
になり、日本でも「ラバーウッド」として広
く流通している。しかしながら、「ラバーウ
ッド」はあくまでゴム採取後の「廃材」とし
て、安価で非効率的に取引されているのが現
状であり、高炭素固定能を有する有用早生樹
種としての位置づけは確立されていない。ま
た、ゴムプランテーションの存在が、地域住
民の生活様式や地域経済にどのような効果
をもたらしているのかも明らかにされてい
ない。 
 そこで、本研究ではゴムプランテーション
およびラバーウッドを従来の「農園」および
「廃材」の視点ではなく、「森林・木材資源」
として捉え、その新たな環境保全機能（炭素
固定, 天然林保全）と社会・経済的機能（木
材生産、地域経済）を評価し、これらの「森
林・木材資源」としての機能と従来のゴム樹
液生産機能を調和させるための多機能調和
型経営システムのあり方を提示することを
目的とし、具体的には以下の５つの内容を実
施する。                                   
 
(1) 炭素固定機能評価＞ゴムノキの基本的な

生産構造と加齢に伴うバイオマス成長特性
を伐倒・重量測定より明らかにし、ゴムノキ
の炭素固定能を評価する。また、植栽密度試
験を実施し、樹液採取量および植栽密度が炭
素固定能に及ぼす影響を明らかにする。 
(2) 天然林保全機能評価＞集落でインタビュ
ー調査を実施し、ゴム園の存在が地域の森林
資源利用形態にどのような差異をもたらし
ているのか、そして近隣の天然林保全に貢献
しているのかを明らかにする。 
(3) 木材生産機能評価＞伐倒調査により胸高
直径と樹高を変数とした立木材積式を作成
する。また、木材性質の個体間・個体内変動
および加齢や植栽密度による変動を明らか
にし、林齢や施業方法に応じた材積予測式、
材質変動推定式を構築する。 
(4) 地域経済効果評価＞ゴム園の従業者や経
営者および地域住民や関連行政官へのイン
タビュー調査を実施し、ゴム園が地域住民の
生活様式に与える影響や地域経済効果の現
状を評価する。そして、ラバーウッドが地域
において家具材や薪炭材として効率的に有
効利用されるための流通・生産システムのあ
り方を提示する。 
 
２．研究の進捗状況 

(1) 代表的な３品種（GT1, PR107, PB235）
毎にサイズがばらつくように約 20 本の供資

木を選定し，伐倒調査を実施した。地上部・

地下部バイオマス推定式と幹材積式を開発

し，樹齢に伴う成長過程と伐期平均成長量を

明らかにした。その結果，バイオマス

shoot/root 比は 20％以下となり他の樹種と比

較して少し低い傾向にあることが分かった。
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また，上記の３品種について木材の基本的性

質に関する解析をすすめた。 
(2) ゴム樹液生産量と林木成長の関係解析の
ために設定したモニタリンク試験地におい
て，３日間隔樹液採取区，４日間隔樹液採取
区および対象区（49 本×３処理×３品種）の
直径と樹高，樹液生産量および気象因子の季
節変動を調べた。その結果，雨季における樹
液採取区の林木成長は対象区と比較して大
幅に落ち込むことが明らかとなり，３日間隔
と４日間隔とでは林木成長に大きな差異は
ないことも分かった。 
(3)初年度に設定した植栽密度試験地のメン
テナンスを実施し，999，777，555，444，333
本/ha の５段階の各密度区の活着率および地
際直径の差異を明らかにした。 
(4) 木材市場におけるラバーウッドの位置づ
けを明らかにするために，ラバーウッド先進
国のタイとマレーシアおよび後進国のカン
ボジアにおいて，ラバーウッド輸出量のシェ
アや生産体制を調べた。その結果，木材製品
輸出額におけるラバーウッドの割合は，約 3
～5 割で推移しており，木材資源としてのゴ
ムプランテーションの重要性が明らかとな
った。 
  
３．現在までの達成度 
② おおむね順調に進展している。 
(理由) 
当初計画していたカンボジアでの試験地設
定，継続調査等を計画通りに進めており，順
調に研究が進んでいる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 継続調査；ゴム樹液生産量や植栽密度が
林木成長に与える影響を調べるために設定
した２つの試験地では引き続きこれまで通
りの定期的な継続調査が必要である。 
(2) データ解析・論文化；伐倒調査結果につ
いてはデータ解析もほぼ終了していること
から，バイオマス推定や材質に関する論文化
を進める。また，２つの継続調査試験地での
データ解析を随時すすめ，林木成長予測モデ
ルの構築を行い，炭素固定機能，木材生産機
能を最適化するための経営オプションの考
察を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
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